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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 1月 22日 (2007.1.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 整 数 で 表 現 さ れ る ４ つ の ベ ク ト ル デ ー タ Ｘ ０ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ を 入 力 し 、
　 行 列 演 算 、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 に よ っ て 、 １ よ り 大 き な 奇 数 で あ る 係 数 ａ に 従 っ て 、 整 数 で 表 現 さ れ る 変 換 デ ー タ を 求
め る デ ー タ 変 換 装 置 で あ っ て 、
　 係 数 ａ 、 及 び 、 ベ ク ト ル デ ー タ Ｘ ０ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ を 入 力 し 、 記 憶 保 持 す る 記 憶 保
持 手 段 と 、
　 以 下 の 演 算 を 行 う 第 １ 乃 至 第 ４ の 演 算 手 段 と 、
　 第 １ 演 算 手 段 ： Ｄ ０ ＝ Ｘ ０ ＋ ａ Ｘ １ ＋ ａ Ｘ ２ ＋ ａ 2 Ｘ ３
　 第 ２ 演 算 手 段 ： Ｄ １ ＝ ａ Ｘ ０ － Ｘ １ ＋ ａ 2 Ｘ ２ － ａ Ｘ ３
　 第 ３ 演 算 手 段 ： Ｄ ２ ＝ ａ Ｘ ０ ＋ ａ 2 Ｘ １ － Ｘ ２ － ａ Ｘ ３
　 第 ４ 演 算 手 段 ： Ｄ ３ ＝ ａ 2 Ｘ ０ － ａ Ｘ １ － ａ Ｘ ２ ＋ Ｘ ３
　 前 記 記 憶 保 持 手 段 に 記 憶 保 持 さ れ た 係 数 ａ 、 ベ ク ト ル デ ー タ Ｘ ０ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ を
前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 演 算 手 段 に 分 配 す る 分 配 手 段 と 、



　 前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 演 算 手 段 で 得 ら れ た デ ー タ Ｄ ０ 、 Ｄ １ 、 Ｄ ２ 、 Ｄ ３ の 少 な く と も １
つ に 対 し て 、 除 数 ｛ １ ＋ ａ 2 ｝ の 半 分 の 値 よ り 小 さ い 整 数 デ ー タ を 加 算 し 、 残 り に 除 数 の
半 分 の 値 を 加 算 す る こ と で 除 算 前 の 補 正 デ ー タ Ｄ ０ '、 Ｄ １ '、 Ｄ ２ '、 Ｄ ３ 'を 演 算 す る 補
正 演 算 手 段 と 、
　 該 補 正 演 算 手 段 に よ っ て 得 ら れ た 補 正 デ ー タ Ｄ ０ '、 Ｄ １ '、 Ｄ ２ '、 Ｄ ３ 'を 、 前 記 除 数
で 除 算 し 、 該 除 算 結 果 を 値 が 小 さ く な る 方 向 へ 小 数 点 以 下 の 値 を 切 り 捨 て て 、 変 換 デ ー タ
と し て 出 力 す る 出 力 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 整 数 で 表 現 さ れ る ４ つ の ベ ク ト ル デ ー タ Ｘ ０ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ を 入 力 し 、
　 行 列 演 算 、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 に よ っ て 、 １ よ り 大 き な 奇 数 で あ る 係 数 ａ に 従 っ て 、 整 数 で 表 現 さ れ る 変 換 デ ー タ を 求
め る デ ー タ 変 換 方 法 で あ っ て 、
　 係 数 ａ 、 及 び 、 ベ ク ト ル デ ー タ Ｘ ０ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ を 入 力 し 、 記 憶
保 持 す る 程 と 、
　 以 下 の 演 算 を 行 う 第 １ 乃 至 第 ４ の 演 算 工 程 と 、
　 第 １ 演 算 工 程 ： Ｄ ０ ＝ Ｘ ０ ＋ ａ Ｘ １ ＋ ａ Ｘ ２ ＋ ａ 2 Ｘ ３
　 第 ２ 演 算 工 程 ： Ｄ １ ＝ ａ Ｘ ０ － Ｘ １ ＋ ａ 2 Ｘ ２ － ａ Ｘ ３
　 第 ３ 演 算 工 程 ： Ｄ ２ ＝ ａ Ｘ ０ ＋ ａ 2 Ｘ １ － Ｘ ２ － ａ Ｘ ３
　 第 ４ 演 算 工 程 ： Ｄ ３ ＝ ａ 2 Ｘ ０ － ａ Ｘ １ － ａ Ｘ ２ ＋ Ｘ ３
　 前 記 記 憶 保 持 に 記 憶 保 持 さ れ た 係 数 ａ 、 ベ ク ト ル デ ー タ Ｘ ０ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ を
前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 演 算 工 程 に 分 配 す る 分 配 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 演 算 工 程 で 得 ら れ た デ ー タ Ｄ ０ 、 Ｄ １ 、 Ｄ ２ 、 Ｄ ３ の 少 な く と も １
つ に 対 し て 、 除 数 ｛ １ ＋ ａ 2 ｝ の 半 分 の 値 よ り 小 さ い 整 数 デ ー タ を 加 算 し 、 残 り に 除 数 の
半 分 の 値 を 加 算 す る こ と で 除 算 前 の 補 正 デ ー タ Ｄ ０ '、 Ｄ １ '、 Ｄ ２ '、 Ｄ ３ 'を 演 算 す る 補
正 演 算 工 程 と 、
　 該 補 正 演 算 工 程 に よ っ て 得 ら れ た 補 正 デ ー タ Ｄ ０ '、 Ｄ １ '、 Ｄ ２ '、 Ｄ ３ 'を 、 前 記 除 数
で 除 算 し 、 該 除 算 結 果 を 値 が 小 さ く な る 方 向 へ 小 数 点 以 下 の 値 を 切 り 捨 て て 、 変 換 デ ー タ
と し て 出 力 す る 出 力 工 程 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 変 換 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 有 効 ビ ッ ト が ｍ ビ ッ ト の 整 数 で 表 現 さ れ る ４ つ の ベ ク ト ル デ ー タ Ｘ ０ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ
３ を 入 力 し 、
　 行 列 演 算 、
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　 に よ っ て 、 １ よ り 大 き な 奇 数 で あ る 係 数 ａ に 従 っ て 、 整 数 で 表 現 さ れ る 有 効 ビ ッ ト 数 が
ｍ ビ ッ ト の 変 換 デ ー タ Ｙ ０ 、 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ を 求 め る デ ー タ 変 換 装 置 で あ っ て 、
　 係 数 ａ 、 及 び 、 ベ ク ト ル デ ー タ Ｘ ０ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ を 入 力 し 、 記 憶 保 持 す る 記 憶 保
持 手 段 と 、
　 演 算 の 際 の 有 効 ビ ッ ト 数 を ｎ と し た と き 、 ２ n を 除 数 ｛ １ ＋ ａ 2 ｝ で 除 算 し た 際 の 整 数 の
商 の 値 Ｒ ０ を 演 算 す る 第 １ の 前 処 理 演 算 手 段 と 、
　 該 第 １ の 演 算 手 段 で 求 め た 商 に １ を 加 算 し た 値 Ｒ １ を 演 算 す る 第 ２ の 前
処 理 演 算 手 段 と 、
　 前 記 係 数 ａ と 前 記 ｍ に 基 づ き 、 オ フ セ ッ ト 値 を 演 算 す る 第 ３ の 前 処 理 演 算 手 段 と 、

　 以 下 の 演 算 を 行 う 第 １ 乃 至 第 ４ の 演 算 手 段 と 、
　 第 １ 演 算 手 段 ： Ｄ ０ ＝ Ｘ ０ ＋ ａ Ｘ １ ＋ ａ Ｘ ２ ＋ ａ 2 Ｘ ３
　 第 ２ 演 算 手 段 ： Ｄ １ ＝ ａ Ｘ ０ － Ｘ １ ＋ ａ 2 Ｘ ２ － ａ Ｘ ３
　 第 ３ 演 算 手 段 ： Ｄ ２ ＝ ａ Ｘ ０ ＋ ａ 2 Ｘ １ － Ｘ ２ － ａ Ｘ ３
　 第 ４ 演 算 手 段 ： Ｄ ３ ＝ ａ 2 Ｘ ０ － ａ Ｘ １ － ａ Ｘ ２ ＋ Ｘ ３
　 前 記 記 憶 保 持 手 段 に 記 憶 保 持 さ れ た 係 数 ａ 、 ベ ク ト ル デ ー タ Ｘ ０ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ を
前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 演 算 手 段 に 分 配 す る 分 配 手 段 と 、
　 前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 演 算 手 段 で 得 ら れ た デ ー タ Ｄ ０ 、 Ｄ １ 、 Ｄ ２ 、 Ｄ ３ に 、 前 記 除 数 の
半 分 の 値 を 加 算 す る 第 １ の 加 算 手 段 と 、
　 該 第 １ の 加 算 手 段 で 加 算 し た ４ つ の デ ー タ の う ち 、 ３ つ に 対 し て 前 記 第 ３ の 前 処 理 演 算
手 段 で 得 ら れ た オ フ セ ッ ト 値 を 加 算 す る 第 ２ の 加 算 手 段 と 、
　 該 第 ２ の 加 算 手 段 の 加 算 の 少 な く と も １ つ に 前 記 値 Ｒ １ を 乗 算 し 、 残 り に 前 記 Ｒ ０ を
乗 算 す る 乗 算 手 段 と 、
　 該 乗 算 手 段 で 乗 算 し た 結 果 を 、 前 記 ２ n で 除 算 す る た め 、 ｎ ビ ッ ト 分 だ け 下 位 方 向 に シ
フ ト す る シ フ ト 手 段 と 、
　 シ フ ト 手 段 で 得 ら れ た 値 の う ち 、 前 記 第 ２ の 加 算 手 段 で の 加 算 対 象 と な っ た デ ー タ に
つ い て 前 記 オ フ セ ッ ト に 対 応 す る 値 を 減 算 す る 減 算 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 有 効 ビ ッ ト が ｍ ビ ッ ト の 整 数 で 表 現 さ れ る ４ つ の ベ ク ト ル デ ー タ Ｘ ０ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ
３ を 入 力 し 、
　 行 列 演 算 、
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　 に よ っ て 、 １ よ り 大 き な 奇 数 で あ る 係 数 ａ に 従 っ て 、 整 数 で 表 現 さ れ る 有 効 ビ ッ ト 数 が
ｍ ビ ッ ト の 変 換 デ ー タ Ｙ ０ 、 Ｙ １ 、 Ｙ ２ 、 Ｙ ３ を 求 め る デ ー タ 変 換 方 法 で あ っ
て 、
　 係 数 ａ 、 及 び 、 ベ ク ト ル デ ー タ Ｘ ０ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ を 入 力 し 、 記 憶
保 持 す る 程 と 、
　 演 算 の 際 の 有 効 ビ ッ ト 数 を ｎ と し た と き 、 ２ n を 除 数 ｛ １ ＋ ａ 2 ｝ で 除 算 し た 際 の 整 数 の
商 の 値 Ｒ ０ を 演 算 す る 第 １ の 前 処 理 演 算 工 程 と 、
　 該 第 １ の 演 算 工 程 で 求 め た 商 に １ を 加 算 し た 値 Ｒ １ を 演 算 す る 第 ２ の 前
処 理 演 算 工 程 と 、
　 前 記 係 数 ａ と 前 記 ｍ に 基 づ き 、 オ フ セ ッ ト 値 を 演 算 す る 第 ３ の 前 処 理 演 算 工 程 と 、

　 以 下 の 演 算 を 行 う 第 １ 乃 至 第 ４ の 演 算 工 程 と 、
　 第 １ 演 算 工 程 ： Ｄ ０ ＝ Ｘ ０ ＋ ａ Ｘ １ ＋ ａ Ｘ ２ ＋ ａ 2 Ｘ ３
　 第 ２ 演 算 工 程 ： Ｄ １ ＝ ａ Ｘ ０ － Ｘ １ ＋ ａ 2 Ｘ ２ － ａ Ｘ ３
　 第 ３ 演 算 工 程 ： Ｄ ２ ＝ ａ Ｘ ０ ＋ ａ 2 Ｘ １ － Ｘ ２ － ａ Ｘ ３
　 第 ４ 演 算 工 程 ： Ｄ ３ ＝ ａ 2 Ｘ ０ － ａ Ｘ １ － ａ Ｘ ２ ＋ Ｘ ３
　 前 記 記 憶 保 持 手 段 に 記 憶 保 持 さ れ た 係 数 ａ 、 ベ ク ト ル デ ー タ Ｘ ０ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ 、 Ｘ ３ を
前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 演 算 工 程 に 分 配 す る 分 配 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 演 算 工 程 で 得 ら れ た デ ー タ Ｄ ０ 、 Ｄ １ 、 Ｄ ２ 、 Ｄ ３ に 、 前 記 除 数 の
半 分 の 値 を 加 算 す る 第 １ の 加 算 工 程 と 、
　 該 第 １ の 加 算 工 程 で 加 算 し た ４ つ の デ ー タ の う ち 、 ３ つ に 対 し て 前 記 第 ３ の 前 処 理 演 算
工 程 で 得 ら れ た オ フ セ ッ ト 値 を 加 算 す る 第 ２ の 加 算 工 程 と 、
　 該 第 ２ の 加 算 工 程 の 加 算 の 少 な く と も １ つ に 前 記 値 Ｒ １ を 乗 算 し 、 残 り に 前 記 Ｒ ０ を
乗 算 す る 乗 算 工 程 と 、
　 該 乗 算 工 程 で 乗 算 し た 結 果 を 、 前 記 ２ n で 除 算 す る た め 、 ｎ ビ ッ ト 分 だ け 下 位 方 向 に シ
フ ト す る シ フ ト 工 程 と 、
　 シ フ ト 工 程 で 得 ら れ た 値 の う ち 、 前 記 第 ２ の 加 算 工 程 で の 加 算 対 象 と な っ た デ ー タ に
つ い て 前 記 オ フ セ ッ ト に 対 応 す る 値 を 減 算 す る 減 算 工 程 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 変 換 装 置 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ４ つ の 整 数 で 構 成 さ れ る ベ ク ト ル デ ー タ に 下 記 行 列 （ ａ は ４ 以 上 の 偶 数 ） を 乗 算 す る 積
和 演 算 手 段 と 、
　
　
　
　
　
　
　
　
　 該 演 算 結 果 に 整 数 値 を 加 算 す る 手 段 と 、
　 １ ＋ ａ × ａ な る 除 数 で も っ て 割 り 算 を 行 な っ て 商 を 求 め る 除 算 手 段 と 、
　 該 商 が 持 つ 丸 め 誤 差 を 求 め る 誤 差 演 算 手 段 と 、
　 丸 め 誤 差 が 所 定 の 範 囲 に 入 っ て い る か ど う か を 判 定 す る 手 段 と
　 を 有 し 、 該 判 定 結 果 に 基 づ き 、 ４ つ の 商 の 一 部 に １ を 加 算 も し く は 減 算 す る こ と を 特 徴
と す る デ ー タ 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ４ つ の 整 数 か ら な る ベ ク ト ル デ ー タ に 下 記 行 列 （ ａ は ４ 以 上 の 偶 数 ） を 乗 算 す る 積 和 演
算 工 程 と 、
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　 該 演 算 結 果 に 整 数 値 を 加 算 す る 手 段 と 、
　 １ ＋ ａ × ａ な る 除 数 で も っ て 割 り 算 を 行 な っ て 商 を 求 め る 除 算 工 程 と 、
　 該 商 が 持 つ 丸 め 誤 差 を 求 め る 誤 差 演 算 工 程 と 、
　 丸 め 誤 差 が 所 定 の 範 囲 に 入 っ て い る か ど う か を 判 定 す る 工 程 と
　 を 備 え 、 該 判 定 結 果 に 基 づ き 、 ４ つ の 商 の 一 部 に １ を 加 算 も し く は 減 算 す る こ と を 特 徴
と す る デ ー タ 変 換 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 又 は ３ 又 は ５ に 記 載 の デ ー タ 変 換 置 を 一 部 に 用 い た こ と を 特
徴 と す る ２ 次 元 Ｄ Ｃ Ｔ 変 換 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 又 は ３ 又 は ５ に 記 載 の デ ー タ 変 換 置 を 一 部 に 用 い た こ と を 特
徴 と す る 可 逆 符 号 化 処 理 装 置 。
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の い ず れ か １ 項 装

の い ず れ か １ 項 装
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